
◎定置網  新潟県内主要定置網の水揚量（平成20年7月分）
        魚種
地区 アジ サバ イワシ イナダ 小ブリ 中ブリ 大ブリ メジマグロ マグロ

両 津 湾 26.7 9.6 0.1 3.0 0.1 0.1 0.2 6.9 19.9
山 北 1.2 0.0 0.0 0.1 0.2 0.3 0.0 0.0 0.0
青 海 3.7 0.5 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
糸 魚 川 9.1 0.3 0.0 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

計 40.6 10.5 0.1 5.0 0.3 0.4 0.2 6.9 19.9
前 年 94.2 20.1 0.1 4.0 7.0 8.6 1.0 5.6 2.0
5 年 平 均 55.2 5.3 0.1 9.3 10.4 28.1 5.0 3.2 11.8

        魚種
地区 シイラ サケ サクラマス スルメイカ ヤリイカ マダイ ヒラメ その他 計

両 津 湾 0.2 0.0 0.0 0.7 0.0 0.7 0.0 14.2 82.3
山 北 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 1.7 3.8
青 海 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.1 14.0 19.6
糸 魚 川 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3 0.4 12.1 24.3

計 0.2 0.0 0.0 0.7 0.0 2.5 0.5 42.0 129.9
前 年 0.2 0.0 0.0 3.2 0.0 5.1 0.5 39.7 191.1
5 年 平 均 0.3 0.0 0.0 17.0 0.0 3.5 0.4 41.4 190.8

単位：トン
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・7月の定置網水揚量は130トンで前年比、平年比ともに68％でした。
・マグロ類以外のすべての主な魚種で平年を下回りました。
・ブリはすべての銘柄で平年を大きく下回っています。1～7月の合計
では281トンで平年比95%でした。
・一方で、夏ブリの指標として調査している粟島の4～6月のブリ類の
漁獲量の合計は267トンで前年の10倍、平年の約2倍でした。尾数で
はイナダ（一尾当たり1.7kg未満）が全体の8割を占めていますが、小
ブリサイズも平年の184%で好漁でした。
・マグロとメジマグロの1～7月の合計は170トンで、平年の156%となり
ました。
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◎まき網（平成20年7月分） 単位：トン
魚種

港
新潟 0.0 0.0 0.0 0.0 62.8 47.3 110.1
柏崎 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
寺泊 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
計 0.0 0.0 0.0 0.0 62.8 47.3 110.1

前年 0.0 0.0 0.0 0.0 281.0 37.3 318.3
5年平均 0.0 0.0 0.0 0.5 80.9 8.9 90.3

◎いか釣  県内主要地区の水揚量（平成20年7月分） 単位：トン
地区 隻数 水揚量

山北町 49 22.3
新潟 465 471.1
両津 311 167.8
計 825 661.2

前年 394 209.4
5年平均 1048 749.5

隻数：操業した延べ隻数

アジ サバ イワシ イナダ ブリ その他 合計
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・7月は新潟でブリとマグロで110トンの水揚げがありました。
・合計で平年比122%ですが、昨年は同月にブリの水揚げが多かったために前年比では35%となりました。

・7月の主要3港での水揚げは661トンで前年の
316%、平年の88％でした。
・4月からの累計では1802トンで前年の119%、平年
の58%となりました。

◎近県の漁況・・・カッコ内の数字（％）は前年同月比（石川県は前年同旬比）
山形県（７月）
刺網：キス１．８トン（28％）、延縄：タイ類２２．４トン（222％）
採貝藻：イワガキ１００．２トン（93％）モズク１１．２トン（295％）
小型いか釣り：576.7トン（560％）

富山県（7月）
アジ（定置網、その他漁船漁業）：２８４トン（82％）、カタクチイワシ（定置網）：４４トン（25％）、マダイ（定置網、
漁船漁業）１８トン(105％）、ヒラメ（定置網、その他漁船漁業）５トン（78％）、フクラギ（定置網、漁船漁業）１２ト

ン（30％）、シロエビ（その他漁船漁業）７７トン（71％）、サワラ類（定置網、その他漁船漁業）３７トン（5％）

石川県（８月上旬）
定置網：ブリ類３２．５トン（71％）、アジ２５．８トン（53％）、サワラ１０．１トン（9％）
刺網：アマダイ４．１トン（83％）ハツメ３．１９トン（62％）
まき網：マグロ２６．４トン
小型イカ釣り：２０．６トン

スルメイカ（生）累積水揚量の推移
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◎クラゲ情報
・大型クラゲ（エチゼンクラゲ）は、８月８日付け（独）水産総合研究センタ－の発表によれば、「中国沿岸での出現
量は少なく、韓国沿岸で出現が確認されているものの、他の海域では出現が確認されていないか、出現していても
その密度が極めて少ないことから、平成２０年度は大型クラゲの日本周辺海域での出現は少ない可能性が高い。」
としています。引き続き、各種調査が実施されますので、情報あれば順次お知らせします。
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